
■交通機関
●JR新井口駅より徒歩20分
●広電商工センター入口駅より徒歩20分

アクセス

見学の際のお願い

●商品には手をふれないでください

●場内は商品搬送のため、電動車、フォークリフト等が多数動

いています。事故のないよう十分気をつけてください。

●水産棟では、床が濡れて滑りやすくなっています。

足元には十分気をつけてください。

市場あんない

ICHIBA ぐりーん
ベジタ

ICHIBA ぶるー
トト

ICHIBA ぴんく
フローラ

場内の建物配置図

■市場概要

●敷地面積 242,291m² （全国第4位） ●関連事業店舗 14,213m²

●卸売場 30,220m² ●業者事務所 9,707m²

●仲卸売場 22,771m² ●じん介処理場 2,381m²

●冷蔵庫 11,293m² ●駐車場 58,953m² （約2,800台収容可能）

●加工場 3,258m²

Twitter（＠ICHIBA_3)
で情報発信中！

《ホームページ》http://www.hiroshima-shijou.jp/



市場のしくみ
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卸売市場の役割

出荷
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私たちの生活に欠かせない野菜や果物、鮮魚などの生鮮食料品と生活に潤いをもたらす切花は、
◇鮮度が低下しやすく傷みやすい ◇長期間の貯蔵が難しい ◇常に衛生面に気を付けなければならない
などの工場で生産される加工食品などとは違った性質を持ち、その生産が季節や天候などの自然条件に大きく左右されるため生産量や価格が大きく変動しやすい
ことなどの特徴があります。
このため卸売市場では、年間を通じて国内外から多種類の生鮮食料品などを安定的に集め【①集荷機能】、需要と供給に見合った適正な価格付けを迅速に行い
【②価格形成機能】、多くの小売業者や加工業者などに商品を販売し【③分荷機能】、生鮮食料品などが新鮮なうちに市民の元に届けられるように務めています。

卸売業者と買手である
仲卸業者や売買参加
者が対峙して行われま
す。買手が価格を付け
合い、申込価格の最高
値が決定価格となりま
す。ここで初めて品物
の価格が決まります。

卸売業者
全国各地の生産者から買付け、
または販売委託された生鮮食料
品などを、せり売や相対取引な
どの方法で仲卸業者や売買参
加者等に卸売します。

仲卸業者
せり売や相対取引などにより、
卸売業者から買い取った品物を
市場内の店で小口に仕分けたり、
加工して売買参加者その他の買
受人に販売します。

売買参加者
買受人のうち、せり売に参加して
品物を仕入れることができる人で
す。開設者への届出が必要にな
ります。

関連事業者
市場を利用する人のために、市
場内で容器包装類販売、飲食店、
ガソリンスタンド等を営んでいま
す。

買受人
市場から必要な品物を仕入れ、
自分のお店で小売や加工をする
人、飲食店を営む人などのことを
言います。

下見

入荷した品
物は、卸売
場に品目・産
地・等級別に
配列されま
す。

中央市場

市場で働く人々
開設者
卸売市場法や条例などに基づき、
取引の監督、設備の維持管理を
行っています。広島市は、中央市
場の他に、東部市場、食肉市場
の３市場を開設しています。

中央市場ミニ歴史

●中央市場は昭和24年(1949年)10月に現在の中
区加古町で業務開始。
●その後建物が老朽化し手狭となり、昭和56年
（1981年)10月に地方市場であった花き市場を統
合して、現在地(西部流通業務団地)に移転開場。
●昭和59年(1984年)地方市場であった水産市場
を統合して水産物部が業務開始。
●全国でもめずらしい3部門そろった総合市場と

して今日に至っています。

消費者へ届ける

仲卸店舗での取引

仲卸業者に買
われた品物は、
市場にある店
に運ばれ、売
買参加者その
他の買受人に
売られます。

買手である仲卸業者
や売買参加者は、
「せり」に先立ち、そ
の日の入荷状況や
品物の鮮度・品質等
を調べ、価格の見積
もりをします。

売買参加者その他
の買受人は仕入れ
た品物を自分の車で、
又は専門の運送業
者等に依頼して、自
分の店に運び、消費
者に販売します。

配列

卸売業者が、買
手と協議して値
段を決め販売す
る方法です。

相対取引せり売

せり開始時間
●水産:午前4時15分～
●青果:午前6時～
●花き:午前8時～

せり売
相対取引


